
- 1 - 

患者向医薬品ガイド 
２０２６年１０月改訂 

 

ヒブサーゴ皮下注１５０ｍｇシリンジ 
 

【この薬は？】 

販売名 
ヒブサーゴ皮下注１５０ｍｇシリンジ 

HIBSAGO Syringes for S.C. injection 

一般名 
ベピロビルセンナトリウム 

Bepirovirsen Sodium 

含有量 

（１シリンジ中） 

ベピロビルセンナトリウム １５８．５ｍｇ 

（ベピロビルセンとして１５０ｍｇ） 

 
 

患者向医薬品ガイドについて 
 

患者向医薬品ガイドは、患者の皆様や家族の方などに、医療用医薬品の正しい理

解と、重大な副作用の早期発見などに役立てていただくために作成したものです。 

したがって、この医薬品を使用するときに特に知っていただきたいことを、医療

関係者向けに作成されている添付文書を基に、わかりやすく記載しています。 

医薬品の使用による重大な副作用と考えられる場合には、ただちに医師または薬

剤師に相談してください。 

ご不明な点などありましたら、末尾に記載の「お問い合わせ先」にお尋ねくださ

い。 

さらに詳しい情報として、PMDA ホームページ「医薬品に関する情報」

https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/0001.html に添付文書情報

が掲載されています。 
 

 

【この薬の効果は？】 
・この薬は、抗ウイルス剤と呼ばれるグループに属する注射薬です。 

・この薬は、Ｂ型肝炎ウイルス（ＨＢＶ）が増えるのを抑え、ウイルスが作るタ

ンパク質を減らすことで、Ｂ型肝炎の状態を改善し、機能的治癒＊を目指します。 

＊機能的治癒：Ｂ型肝炎ウイルスの活動が長期間抑えられ、将来的に治療薬を

続けなくてもよい状態 

・次の目的で処方されます。 

Ｂ型肝炎ウイルス持続感染における機能的治癒 

・この薬は、ＨＢＶに持続的に感染している人のうち、次の条件を満たす人に使

用されます。 

・この薬を使い始める前に、６ヵ月以上にわたり核酸アナログ製剤＊による治

療を受けている人 



- 2 - 

＊核酸アナログ製剤：ウイルスが増えるために必要なＤＮＡの合成を阻害

する薬 

・この薬を使い始める時点で、肝炎ウイルス検査（ＨＢｓ抗原量、ＨＢＶ ＤＮ

Ａ量）の結果が一定の基準を満たしている人 

・この薬は、必ず核酸アナログ製剤と併用されます。 

・医療機関において適切な在宅自己注射教育を受けた患者さんまたは介護者の方

は、この薬を自己注射することができます。自己判断で使用を中止したり、量

を変更せず、医師の指示に従ってください。 

 

【この薬を使う前に、確認すべきことは？】 

○次の人は、この薬を使用することはできません。 

・過去にヒブサーゴに含まれる成分で過敏症のあった人 

・肝硬変（Ｃｈｉｌｄ Ｐｕｇｈ分類Ａ、ＢまたはＣ）のある人 

・この薬を使い始める前の血小板数が１００，０００／μＬ未満の人 

○次の人は、特に注意が必要です。使い始める前に医師または薬剤師に告げてくだ

さい。 

・炎症や免疫関連の反応があらわれやすい次の人 

・臓器移植を受けた人 

・自己免疫性肝炎の人 

・過去に血管炎があった人、または血管炎に関連する疾患（全身性エリテマトー

デス、クリオグロブリン血症、関節リウマチなど）のある人 

・ＨＢＶへの免疫応答に関連した肝臓以外の臓器での合併症（ネフローゼ症候

群、糸球体腎炎など）が疑われる人、または過去にこれらの疾患と診断され

たことがある人 

・出血のリスクのある次の人 

・高齢の人 

・出血傾向または凝固障害のある人 

・過去に出血性素因による重篤な出血があった人 

・抗血小板薬、抗凝固薬または血小板数を減少させる薬剤を投与中の人 

・ヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）／ＨＢＶ重複感染のある人 

・ＨＢＶ／Ｄ型肝炎ウイルス重複感染のある人 

・ＨＢＶ／Ｃ型肝炎ウイルス重複感染のある人 

・中等度以上の腎機能障害（末期の腎不全を含む）のある人 

・妊婦または妊娠している可能性のある人 

・授乳中の人 

〇この薬には併用を注意すべき薬があります。他の薬を使用している場合や、新た

に使用する場合は、必ず医師または薬剤師に相談してください。 

〇この薬の使用を始める前に、肝炎ウイルス検査（ＨＢｓ抗原量、ＨＢＶ ＤＮＡ

量）、肝機能検査、腎機能検査、血液検査が行われます。 

〇この薬を自己注射するにあたって、患者さんや介護者の方は危険性と対処法につ

いて十分理解できるまで説明を受けてください。また、使用方法、保管方法およ

び使用済みのシリンジの廃棄方法などについて十分理解できるまで説明を受け

てください。 
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【この薬の使い方は？】 

この薬は注射薬です。 

 

〔自己注射する場合〕 

●使用量および回数 

使用量、使用回数、使用方法などは、あなたの症状などにあわせて、医師が決め

ます。 

通常、成人の使用量および回数は、次のとおりです。 

１回量 ２本（１本あたり１５０ｍｇ） 

使用回数 
投与１週目、２週目 ３～４日毎に週２回 

投与３週目～２４週目 週１回 

・この薬は、できる限り、毎回、同じ曜日に使用してください。 

・この薬の使用期間は２４週間です。この薬の使用終了後も、併用している核酸ア

ナログ製剤による治療はさらに２４週間続きます。その後は、あなたの肝炎ウイ

ルス検査や肝機能検査の結果などにもとづき、医師が核酸アナログ製剤による治

療の中止を判断します。 

・この薬を使い始めてから１２週の時点で効果が得られない場合には、この薬の使

用を中止することがあります。 

・この薬の使用中に血液検査や尿検査において異常が認められた場合は、この薬を

休薬または中止することがあります。 

●どのように使用するか？ 

・皮下注射してください。 

・自己注射を開始する前には、必ず医師または薬剤師から自己注射の方法に関して

説明を受けてください。また、医療機関から渡される末尾の使用説明書（「ヒブ

サーゴ皮下注１５０ｍｇシリンジの注射方法」）にも自己注射の方法が書かれて

いますので、よく読んで使用してください。 

・この薬を冷蔵庫で保管する場合には、使用するシリンジを注射の３０分以上前に

冷蔵庫から取り出して、暗所で室温にもどしてください。 

・外箱から取り出したシリンジは、６時間以内に使用してください。使用しなかっ

た場合は廃棄してください。 

・この薬を激しく振らないでください。  

・注射容器内に異物が入っていたり、色がついていたりする場合は使用しないでく

ださい。 

・１回で２本の注射を行う場合、時間を空けずに１本ずつ速やかに注射してくださ

い。 

・注射は、腹部か太ももに行ってください。患者さん以外の人が注射する場合、上

腕部に注射することもできます。１回で２本の注射を行う場合、それぞれ別の部

位に注射してください。同じ部位に注射する場合は、各注射箇所を５ｃｍ以上離

してください。 

・毎回同じ箇所に注射しないでください。また、皮膚が敏感な部位、内出血、発赤

または硬くなっている部位には、注射しないでください。 

・１回に全量を使用し、再使用しないでください。 

・使用後は針が格納されるので、分解しないでください。 
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・使用後のシリンジは、そのまま容器などに入れて子供の手の届かないところに保

管してください。 

●使用し忘れた場合の対応 

決して２回分を一度に注射しないでください。 

注射を忘れた場合は、できるだけ速やかに１回分を注射してください。ただし、

気づいた時点で次の注射予定日までの期間が３日未満である場合には、次の注射

予定日に注射をおこなってください。 

●多く使用した時（過量使用時）の対応 

異常を感じたら、医師または薬剤師に相談してください。 

 

〔医療機関で使用される場合〕 

・使用量、使用回数、使用方法等は、自己注射する場合と同様です。 

・医師の指示により、医療機関において注射されます。 

 

【この薬の使用中に気をつけなければならないことは？】 

・この薬の効果を確認するため、この薬の使用中および使用終了後も、定期的にＨ

Ｂｓ抗原の定量検査が行われます。 

・この薬の使用により肝機能に影響があらわれることがあるため、投与開始後１２

週間までは毎週、その後２４週間までは２週間に１回、その後も２８週、３６週

および４８週目に肝機能検査（ＡＬＴ、総ビリルビン）が行われます。肝機能検

査で異常が認められた場合には、追加の検査が行われることがあります。 

・この薬の使用により血小板が減少することがあるため、投与開始後２４週間まで

は２週間に１回、その後、２８週目に血液検査が行われます。血液検査で異常が

認められた場合には、追加の検査が行われることがあります。 

・この薬の使用により腎機能に影響があらわれることがあるため、投与開始後２４

週間までは２週間に１回の腎機能検査（ｅＧＦＲ）および４週間に１回の尿検査

が行われ、その後も２８週および３６週目に検査が行われます。腎機能検査や尿

検査で異常が認められた場合には、追加の検査が行われることがあります。 

・異常な出血の徴候（出血が止まりにくいなど）や、脳出血が疑われる症状（突然

の意識の低下、突然の意識の消失、突然片側の手足が動かしにくくなる、突然の

頭痛、突然の嘔吐、突然のめまい、突然しゃべりにくくなる、突然言葉が出にく

くなる）があらわれた場合には、速やかに医療機関を受診してください。 

・この薬による治療で他の人へのＨＢＶ感染が避けられることは証明されていま

せん。他の人への感染を防ぐため、医師の指導にしたがって必要な対応をとって

ください。 

・この薬を患者さんや介護者の方が注射したときに副作用と思われる症状があら

われた場合や注射を続けられないと感じた場合は使用を中止し、医師または薬剤

師に相談してください。 

・妊婦または妊娠している可能性のある人は医師に相談してください。 

・授乳している人は医師に相談してください。 

・他の医師を受診する場合や、薬局などで他の薬を購入する場合は、必ずこの薬を



- 5 - 

使用していることを医師または薬剤師に伝えてください。 

 

副作用は？ 
特にご注意いただきたい重大な副作用と、それぞれの主な自覚症状を記載しまし

た。副作用であれば、それぞれの重大な副作用ごとに記載した主な自覚症状のう

ち、いくつかの症状が同じような時期にあらわれることが一般的です。このよう

な場合には、ただちに医師または薬剤師に相談してください。 

重大な副作用 主な自覚症状 

血管炎 
けっかんえん 

発熱、手足のしびれ、皮下出血によるあざ、皮膚の潰

瘍（皮膚に穴ができた状態） 

皮膚血管炎 
ひふけっかんえん 

あおあざができる、血液を含んだ水ぶくれ、皮膚の潰

瘍（皮膚に穴ができた状態）、紅斑 

ⅠｇＡ腎症 
アイジーエーじんしょう 

尿量が減る、排尿時の尿の泡立ちが強い、息苦しい、

尿が赤みを帯びる、むくみ、体がだるい 

自己免疫性溶血性貧血 
じこめんえきせいようけつせいひん

けつ 

体がだるい、めまい、息切れ、白目が黄色くなる、皮

膚が黄色くなる、尿の色が濃くなる 

肝障害 
かんしょうがい 

疲れやすい、体がだるい、力が入らない、吐き気、食

欲不振 

血小板減少症 
けっしょうばんげんしょうしょう 

鼻血、唾液・痰に血が混じる、血を吐く、歯ぐきから

の出血、あおあざができる、出血が止まりにくい 

 

以上の自覚症状を、副作用のあらわれる部位別に並び替えると次のとおりです。

これらの症状に気づいたら、重大な副作用ごとの表をご覧ください。 

部位 自覚症状 

全身 
発熱、むくみ、体がだるい、疲れやすい、力が入らない、食欲不振、

出血が止まりにくい 

頭部 めまい 

顔面 鼻血 

眼 白目が黄色くなる 

口や喉 吐き気、唾液・痰に血が混じる、血を吐く、歯ぐきからの出血 

胸部 息苦しい、息切れ 

手・足 手足のしびれ 

皮膚 
皮下出血によるあざ、皮膚の潰瘍（皮膚に穴ができた状態）、あおあ

ざができる、血液を含んだ水ぶくれ、紅斑、皮膚が黄色くなる 

尿 
尿量が減る、排尿時の尿の泡立ちが強い、尿が赤みを帯びる、尿の

色が濃くなる 
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【この薬の形は？】 

形状 

 
性状 無色～黄色の澄明な液 

 

【この薬に含まれているのは？】 

有効成分 ベピロビルセンナトリウム 

添加剤 ｐＨ調節剤 

 

【その他】 

●この薬の保管方法は？ 

・光を避けるため外箱に入れたまま、凍結を避けて冷蔵庫（２～８℃）で保管し

てください。２～３０℃での保管も可能です。 

・この薬を受け取ってから１２週間以内、または製品の使用期限のどちらか早い

日までに使用してください。その期間に使用しなかった場合は、廃棄してくだ

さい。 

・この薬を振ったり、強く揺らしたりしないでください。 

・子供の手の届かないところに保管してください。 

●薬が残ってしまったら？ 

・絶対に他の人に渡してはいけません。 

・余った場合は、処分の方法について薬局や医療機関に相談してください。 

●廃棄方法は？ 

・使用済みのシリンジについては、医療機関の指示どおりに廃棄してください。 

 

【この薬についてのお問い合わせ先は？】 
・症状、使用方法、副作用などのより詳しい質問がある場合は、主治医や薬剤師に

お尋ねください。 

・一般的な事項に関する質問は下記へお問い合わせください。 

製造販売会社： 

グラクソ・スミスクライン株式会社（https://jp.gsk.com） 

 メディカル・インフォメーション 

 電話：０１２０－５６１－００７ 

 受付時間：９時～１７時４５分（土、日、祝日および当社休業日を除く） 
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＜ヒブサーゴ皮下注１５０ｍｇシリンジの注射方法＞ 
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